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　＜症例3＞

　症　例：80 歳代，女性．
　既往歴：特記すべきことなし．
　現病歴：右乳房に 3 cm 大の腫瘤を自覚し来院．マ
ンモグラフィーでカテゴリー 4 の境界不明瞭な高濃度
腫瘤を認め，腫瘤に対し穿刺吸引細胞診を施行．
　検　体：右乳腺穿刺吸引．

　回答者診断：悪性リンパ腫．
　出題者解答：悪性リンパ腫．
　解　説：細胞像は，ライトグリーン好性を示す顆粒
状物質を背景に，N/C 比が高く裸核状で小型均一な
異型細胞が、散在性に多数出現していた．核は類円形
で一部にくびれ等の不整形がみられ、クロマチンは顆
粒状に増量し核小体がやや目立った（写真 1）．しかし、
一部の視野では顆粒状の胞体を有するような異型細胞
が集塊状にみられた（写真 2）．以上の細胞所見より，
悪性リンパ腫を強く疑ったが顆粒細胞腫の可能性も否
定できなかった．
　その後，同部位より針生検を施行し悪性リンパ腫と
組織診断され，右乳房部分切除術が施行された．腫瘤

は出血を伴い灰白色調を呈し境界は一部不明瞭であっ
た．組織像は，クロマチンの増量を示す異型単核細胞
がびまん性に増殖していた（写真 3）．また、starry 
sky 像が認められた（写真 4）．免疫組織化学染色で
異型細胞は，CD20 陽性，CD79a 陽性，CD3 陰性を
示した（写真 5）．通常のびまん性大細胞型 B リンパ
腫より腫瘍細胞はやや小型で，malignant lymphoma 
diffuse large B cell type Burkitt like と診断された．

スライドカンファランス

写真1　 顆粒状物質を背景に N/C 比の高い小型異型細胞が散
在性に出現．核は類円形で一部にくびれ等の不整形が
みられ，クロマチンは増量し核小体がやや目立つ

（Pap．染色，×40）．

写真2　 顆粒状の胞体を有するような異型細胞が集塊状にみら
れる（Pap．染色，×40）．

写真3　 クロマチンの増量を示す異型単核細胞がびまん性に増
殖する（H.E. 染色，×40）．
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　乳腺原発悪性リンパ腫は乳腺悪性腫瘍の 0.04〜
0.53％とまれな腫瘍であり 1，5），ほとんどの場合 B 細
胞リンパ腫でびまん性大細胞型が最も多い 6）．乳腺原
発悪性リンパ腫とする条件は，①病理診断が確実に悪
性リンパ腫であること，②乳腺組織と悪性リンパ腫が
密接に関係していること，③同側腋窩リンパ節以外に
全身性の悪性リンパ腫や乳腺以外の悪性リンパ腫を認
めないこと 2，5）．とされており，本症例はすべての条
件を満たしていると確認された．
　本症例の背景にみられた顆粒状の物質は，顆粒細胞
腫にみられる微細な好酸性顆粒よりも粗大であり，悪
性リンパ腫を穿刺吸引した際に生じる細胞質断片とさ
れる lymphoglandular body3〜5）と考えられた．また，
集塊状にみられた異型細胞の核所見と散在性に出現し
た異型細胞の核所見は類似しており，ともに悪性リン
パ腫の細胞と考えた．文献によると，節外性悪性リン
パ腫は結合織に浸潤することが多く，これが腫瘍細胞
の結合性を強くする可能性も考えられる 7）とあり，
本症例にみられた集塊状の細胞像もそれを反映してい
ると考えられた．乳腺原発悪性リンパ腫を診断する際
には、背景の lymphoglandular body を壊死物質や顆
粒物質としないよう注意が必要であると考えた．

　筆者らは，開示すべき利益相反状態はありません．
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写真 5　左：CD20（＋），右：CD3（－）（免疫組織化学染色，
×40）．

写真4　starry sky がみられる（H.E. 染色，×10）．
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